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資
料
紹
介

本
土
器
は
、
市
内
国
分
寺
の
長
畝
山
北
古
墳
群

の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
（
註
１
）
。
調
査
は
平
成

２
年
に
民
間
の
宅
地
造
成
工
事
に
伴
い
９
基
の
古

墳
が
調
査
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
下
層
か
ら
弥
生
時

代
の
集
落
遣
跡
（
長
畝
山
北
遺
跡
、
図
１
左
）
が

（
写
真
１
）
。
、

手
の
付
い
た

鉢
形
土
器
に

分
類
さ
れ
る
。

さ
ら
に
外
面

上
部
を
よ
く

見
る
と
流
水

文
と
呼
ば
れ

る
文
様
が
き

れ
い
に
描
か

れ
て
い
る
。

土
器
に
流
水

文
が
描
か
れ

た
も
の
は
美

作
地
域
で
も

珍
し
く
、
今
回
初
め
て
展
示
さ
れ
る
の
で
紹
介
す
る
。

な
が
う
ね
や
ま
き
た

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑤
Ｉ
長
畝
山
北
遺
跡
の
流
水
文
が
描
か
れ
た
鉢
形
土
器
Ｉ

は
じ
め
に

津
山
郷
土
博
物
館
弥
生
時
代
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
、
把
手
の
つ
い
た
変
わ
っ
た
形
の
土
器
が
あ
る

（
写
真
１
）
。
あ
ま
り
見
な
い
器
形
で
あ
る
が
、
杷

３
く

や一豆ロ◆…ー__

一画

r熱
蒜

一
》

Ｐ

写真１把手付き鉢形土器

検
出
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
の
遺
構
は
、
住
居
跡
６
軒
、

建
物
跡
１
軒
、
土
壌
３
基
な
ど
か
ら
な
る
。

本
土
器
は
そ
の
う
ち
の
土
墳
１
（
Ｓ
Ｋ
１
、
図

１
右
）
か
ら
出
土
し
た
。
本
土
積
は
、
長
辺
２
．
１
ｍ
、

短
辺
１
．
羽
、
、
深
さ
０
．
５
ｍ
の
長
方
形
で
、

内
部
か
ら
壷
・
饗
・
高
杯
な
ど
と
一
緒
に
出
土
し
、

完
形
で
は
な
か
っ
た
の
で
復
元
さ
れ
、
口
径
Ⅲ
．

８
皿
最
大
径
茄
・
６
ｍ
、
高
さ
〃
・
８
ｍ
を
測
る
。

胴
部
の
肩
が
張
っ
た
形
の
や
や
一
届
平
な
鉢
で
、
肩

よ
り
や
や
下
側
に
逆
Ｕ
字
形
の
把
手
が
２
個
つ
く
。

胴
部
外
面
下
半
に
は
ヨ
コ
方
向
と
タ
テ
方
向
の
へ

ら
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
、
上
半
に
は
流
水
文
を
描
い

て
い
る
（
図
２
１
１
、
図
３
１
１
）
。
流
水
文
は
ま

ず
最
初
に
５
条
ほ
ど
の
櫛
状
の
工
具
で
、
間
隔
を

あ
け
て
縦
に
線
を
引
き
（
図
３
１
１
①
）
、
さ
ら
に

上
下
に
横
の
線
を
め
ぐ
ら
せ
（
同
②
）
ま
ず
長
方

形
の
区
画
を
作
り
、
そ
の
中
を
流
水
文
（
同
③
）

で
充
填
し
て
い
る
。
ま
た
、
流
水
文
は
左
側
か
ら

書
き
始
め
て
右
側
で
終
わ
る
の
が
基
本
の
よ
う
で
、

左
で
終
わ
る
場
合
も
あ
る
。
見
た
限
り
で
は
、
比

較
的
流
ち
ょ
う
に
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

さ
ら
に
外
面
に
は
赤
色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
。

出
土
し
た
土
壌
は
、
土
器
片
が
多
い
こ
と
か
ら
そ

れ
ら
を
廃
棄
し
た
土
壌
と
考
え
ら
れ
、
集
落
の
は

ず
れ
に
位
置
し
て
い
る
。
時
期
は
出
土
し
た
他
の

士
器
か
ら
、
弥
生
時
代
の
後
期
前
半
頃
で
あ
る
。

２

■
１■
●

●

よ
。
。
△

？》DPhl

一〃‘や．
●■

●ロロＣ●色｡●己●タケ
ら傍 目

写

Ｉ
－
０一一十デーＴｑ官

｡qの○・｡｡●一一一一ｐ●.

鴬 ●■｡◆●■ごり‐●ロー●■｡｡●●色●Ｃも■■
■｡_

凸＆■

ノ訓コ

ムノ

EＨ１
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把
手
付
き
跡
形
土
器
に
つ
い
て
（
図
２
）

本
例
の
よ
う
な
把
手
付
き
鉢
形
土
器
に
つ
い
て

類
例
を
見
て
み
る
と
、
津
山
市
内
な
ど
美
作
地
域

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
本
例
近
く
で
は
一
貫
東
遺

跡
（
図
２
１
２
、
註
２
）
に
３
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
く
の
字
に
屈
曲
す
る
口
縁
を
も
ち
、
肩

が
張
ら
ず
把
手
も
口
縁
に
近
い
位
置
に
付
け
る
タ

イ
プ
で
あ
り
、
本
例
と
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
大

き
く
異
な
る
。
そ
の
内
図
示
し
た
図
２
１
２
は
土

器
棺
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
１
３
は
有
本

遺
跡
出
土
（
註
３
）
で
、
口
縁
の
屈
曲
は
無
い
が

肩
の
張
ら
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
器
棺

の
蓋
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
類

例
も
勝
央
町
小
中
遺
跡
の
住
居
か
ら
の
出
土
（
同

１
４
、
註
４
）
は
、
肩
が
張
る
も
の
の
口
縁
の
屈

曲
が
あ
る
。

以
上
、
ほ
と
ん
ど
が
屈
曲
す
る
口
縁
が
あ
り
、

本
例
と
同
じ
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
も
の
は
、
今
の

と
こ
ろ
美
作
地
域
で
は
散
見
さ
れ
な
い
。
た
だ
時

期
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
後
期
前
半
頃
で
あ
り
、

土
器
棺
の
例
も
あ
る
事
か
ら
、
把
手
付
き
の
鉢
形

土
器
は
、
特
殊
な
用
途
の
土
器
と
し
て
、
後
期
の

前
半
頃
を
中
心
に
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。

流
水
文
を
描
く
土
器
と
銅
鐸
に
つ
い
て
（
図
３
）

本
例
に
は
さ
ら
に
流
水
文
が
見
ら
れ
る
。
調
査

報
告
書
の
中
で
流
水
文
は
中
期
の
近
畿
地
方
特
有

の
文
様
（
図
３
１
３
、
註
５
）
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
銅
鐸
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
流
水

文
を
施
し
た
銅
鐸
を
見
聞
き
し
た
人
が
描
い
た
可

能
性
や
赤
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

特
殊
な
意
味
合
い
が
あ
る
土
器
で
あ
る
と
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

本
例
（
同
１
１
）
は
区
画
内
で
流
水
文
は
完
結

す
る
よ
う
で
あ
る
。
描
き
方
を
細
か
く
見
る
と
、

５
条
ほ
ど
の
く
し
状
工
具
で
、
湾
曲
部
分
を
左
右

交
互
に
連
続
さ
せ
て
描
い
て
い
る
。
上
部
か
ら
描

い
た
と
す
る
と
、
各
区
画
と
も
最
初
は
左
か
ら
右

の
順
で
描
き
は
じ
め
て
い
る
。
区
画
幅
に
差
が
あ

る
た
め
、
湾
曲
ま
で
の
ス
パ
ン
に
長
短
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
水
文
を
縦
型
流
水
文
（
註
６
）
と

言
う
。
こ
れ
以
外
に
横
型
や
複
合
型
な
ど
が
あ
る
。

非
常
に
よ
く
似
た
も
の
と
し
て
は
、
兵
庫
県
尼

崎
市
田
能
遺
跡
（
同
１
４
、
註
７
）
の
も
の
が
あ
る
。

上
（
下
は
不
明
）
左
右
の
区
画
な
ど
と
て
も
よ
く

似
て
い
る
。
た
だ
流
水
文
の
書
き
始
め
は
右
の
湾

曲
部
分
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
拓
本
の
た
め
、

器
種
の
特
定
は
で
き
て
い
な
い
が
時
期
は
中
期
の

中
葉
頃
で
本
例
よ
り
は
古
い
。
文
様
構
成
が
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
の
で
、
本
例
も
畿
内
か
ら
の
搬

入
品
の
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
た
だ
、
畿
内

に
本
例
と
同
型
の
鉢
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
搬
入
品
で
な
く
て
も
、
畿
内
の
も
の
と
同
一

の
描
き
方
か
ら
、
畿
内
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事

は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

美
作
地
域
で
流
水
文
に
よ
く
似
た
文
様
を
描
い

た
土
器
片
が
、
鏡
野
町
松
木
林
遺
跡
（
同
１
２
、

註
８
）
で
出
土
し
て
い
る
。
小
片
で
実
見
し
て
い

な
い
た
め
、
器
種
や
文
様
の
全
体
像
、
時
期
な
ど

同
ｆ
０
０

’

Ｉ

３

図２美作地域の把手付き鉢形土器（Ｓ＝１ ８）

＝言幸毒冒＝三三三三三三二

１長畝山北遺跡

２－貫東遺跡

３有本遺跡

４小中遺跡
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②

長畝山北遺跡

松木林遺跡

川北遺跡(大阪府藤井寺市）

田能遺跡(兵庫県尼崎市）

１
２
３
４
５

５

図３流水文を描く土器と銅鐸（縮尺不統一）



は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
長
さ
Ⅲ
血
程
の
破
片
の
よ

う
で
、
拓
本
を
よ
く
見
る
と
両
サ
イ
ド
に
区
画
線

ら
し
き
も
の
の
痕
跡
が
あ
る
。
そ
の
中
に
ｎ
条
ほ

ど
の
く
し
状
工
具
で
、
左
右
の
湾
曲
部
分
の
み
を

交
互
に
つ
な
い
で
流
水
文
風
に
描
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
湾
曲
す
る
ま
で
の
ス
パ
ン
は
短
く
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
基
本
的
な
描
き
方
は
本
例
と
よ

く
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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流
水
文
銅
鐸
と
の
関
連
に
つ
い
て
（
図
３
）

次
に
流
水
文
を
施
し
た
銅
鐸
と
の
関
連
に
つ
い

て
考
え
て
見
た
い
。
流
水
文
銅
鐸
の
類
例
は
岡
山

市
高
塚
遺
跡
の
出
土
例
（
図
３
１
５
、
註
９
）
が

あ
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
と
銅
鐸
の
方
は
長
い
ス

パ
ン
で
一
筆
書
き
風
に
区
画
を
ま
た
ぐ
形
で
描
か

れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

銅
鐸
と
本
例
な
ど
と
の
描
き
方
が
若
干
異
な
る

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
違
い
は
両
者
の
区
画
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
区
画
を
施
す
事

や
区
画
内
に
流
水
の
湾
曲
部
分
が
見
ら
れ
る
よ
う

な
基
本
的
な
描
き
方
は
、
非
常
に
良
く
似
て
い
て

両
者
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
、
本
例
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
特
異
な
土
器
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、

把
手
付
き
の
鉢
形
土
器
自
体
が
、
土
器
棺
の
類
例

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
殊
な
土
器
と
し
て
元
々

作
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
本
例
は
も
し

か
す
る
と
銅
鐸
に
変
わ
る
祭
式
用
の
土
器
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
銅
鐸
の
中
で
も
流
水
文
が

あ
る
の
は
珍
し
く
、
鐸
身
に
あ
る
の
は
県
内
で
は

註（
１
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
「
長
畝
山
北
古

墳
群
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
妬
集
」

行
田
裕
美
２
０
２
０
「
岬
長
畝
山
北
遺
跡
」
『
新
修
津

山
市
史
資
料
編
考
古
』

（
２
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２
コ
貫
東
遺
跡
」
『
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
鳴
集
』

（
３
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
８
「
有
本
遺
跡
ほ
か
」

『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
包
集
」

（
４
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
９
７
「
小
中
遺
跡
ほ
か
」

『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
１
７
』

（
５
）
寺
沢
薫
・
森
井
貞
雄
１
９
８
９
「
河
内
地
域
」
『
弥

生
土
器
の
様
式
と
編
年
近
畿
Ｉ
』
木
耳
社

（
６
）
佐
原
真
２
０
０
２
『
銅
鐸
の
考
古
学
』
東
京
大
学

出
版
会

（
７
）
尼
崎
市
教
育
委
員
会
１
０
９
８
２
「
田
能
遺
跡
発

掘
調
査
報
告
書
」
『
尼
崎
市
文
化
財
調
査
報
告
第
巧
集
』

（
８
）
近
藤
義
郎
２
０
０
０
「
鏡
野
町
の
弥
生
時
代
遺
跡
・

遺
物
」
『
鏡
野
町
史
考
古
資
料
編
」

（
９
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
２
０
０
０
「
高
塚
遺
跡
ほ
か
」

『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
１
５
０
』

（
叩
）
吉
備
郡
真
備
町
（
現
倉
敷
市
）
妹
で
出
土
し
た
、

妹
銅
鐸
が
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。

（
ｕ
）
当
館
蔵
、
近
藤
義
郎
１
９
５
１
「
美
作
国
植
月
念

仏
塚
出
土
の
銅
鐸
」
『
吉
備
考
古
聖
吉
備
考
古
学
会

（
ｕ
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
１
９
７
４
「
下
市
瀬
遺
跡

ほ
か
」
「
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
３
」

（
Ｂ
）
昭
和
巽
年
に
２
個
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

所
在
は
不
明
で
あ
る
。

お
わ
り
に

把
手
付
き
の
鉢
形
土
器
に
つ
い
て
は
、
類
例
か

ら
土
器
棺
な
ど
特
殊
な
用
途
と
し
て
製
作
さ
れ
た

も
の
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
土
器
に
描
か
れ
た
流

水
文
に
つ
い
て
は
、
畿
内
地
方
に
同
様
な
も
の
が

あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
か
ら
の
搬
入
品
の
可
能
性
と

影
響
を
受
け
同
一
の
描
き
方
を
し
て
い
る
可
能
性

が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
描
き
方
か
ら
銅
鐸

の
流
水
文
に
も
関
連
づ
け
て
述
べ
て
き
た
。

美
作
地
方
で
は
、
勝
央
町
植
月
北
で
銅
鐸
（
註

Ⅱ
）
、
真
庭
市
の
旧
落
合
町
下
市
瀬
で
銅
鐸
形
銅
製

口
中
（
註
ｕ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
１
個
ず
つ
出
土
す
る
。

さ
ら
に
か
つ
て
鏡
野
町
で
銅
鐸
の
出
土
が
知
ら
れ

る
（
註
旧
）
。
た
だ
、
鏡
野
町
の
も
の
は
原
物
が
存

在
し
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
銅

鐸
が
仮
に
流
水
文
銅
鐸
で
あ
れ
ば
、
見
聞
き
し
た

話
と
し
て
は
、
非
常
に
お
も
し
ろ
く
な
る
。
今
後

は
土
器
に
見
ら
れ
る
流
水
文
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

な
る
類
例
の
増
加
を
ま
っ
て
再
度
検
討
し
た
い
。

高
塚
遺
跡
を
含
め
２
例
あ
る
の
み
で
あ
る
（
註
叩
）
。

い
ず
れ
も
県
南
地
域
で
あ
る
が
、
本
例
が
区
画
を

施
す
点
な
ど
あ
ま
り
に
も
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
銅
鐸
が
埋
納
さ
れ
た

時
期
と
本
例
の
時
期
が
似
通
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
銅
鐸
を
見
聞
き
し
た
人
が
描
い
た

可
能
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
実
際
に
高
塚
遺
跡
な

ど
の
銅
鐸
を
見
た
人
が
、
土
器
の
製
作
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

５



津山市からも資料を出品しました。

トピックス津博2022.11No.１１４

患 型

市

~、「

展示風景（江戸一目図解風）

令和４年度特別展記念講演会を開催しました。令和４年度特別展記念講演会を開催しました。
塁 』

１１月２６日に京都大学大学院文学研究科准教授三宅正浩氏をお招きし、特別展記念講演会を開催し

ました。「近世中期の藩政改革」と題して、ご研究されてきた徳島藩や松江藩の藩政改革の事例と、康

哉が行った藩政改革を比較しながら、近世中期の藩政改革の特質についてお話しされました。約６０人

の方に聴講いただき、盛会のうちに終了することができました。講演会の後、ギャラリートークを行いま

した。

市

記念講演会の様子

＝詞

奉熱錘
唾.

Ｊ

ｒ
ｒ
ｉ
ｌ

講演会の様子 講演会後の展示風景

、 ノ

Ｌ

r一 ~、
諌早市友好交流都市出雲市津山市三市交流展へ都

一一

６

津山市の友好交流都市である長崎県諌早市で開催された三市交流展に当館から江戸一目図解風ほか

１８点を出品しました。また､記念講演会では､当館学芸員が｢津山藩主森家と松平家｣と題し講演を行い、

諌早市の皆様に津山市の歴史と文化の一端をご紹介できるよい機会となりました。

ノ

一旦~一一－、ｰ

11弓

－

患

●●● ●



萎雲業ｉ望鍾霧

トピックス 津博２０２２．１１Ｎｏ．１１４

餌〆霞議

~１｢－

勝北中学校で出前授業を行いました。

学芸員実習生を受け入れました。
塾崖

今年度は､７月２８日～８月５日に１人､９月２８日～１０月６日に２人の計3人の実習生を受け入れました。

今年度の実習生である大学生3人は、コロナ禍で対面授業や実習授業が大幅に制限されてきた世代です。

当館では、体調管理など感染予防には十分気をつけながら、夏の学習プログラム「勾玉をつくろう」の

補助や、写真撮影、目録作成、襖の裏張りはがしなど大学では体験できなかった作業を行ってもらいま

した。

ノ

学芸員実習の様子

１０月１３日に、勝北中学校で津山藩の大名行列図を印刷した巨大な巻物を使った出前授業を行いまし

た。藩主の乗り物や熊毛槍をさがすゲームなどを取り入れながら、自由に行列図を見てもらいました。そ

の後、江戸時代の勝北地域などについても少しだけお話しをしました。少しでも地域の歴史に興味を持っ

てもらえれば嬉しいです。

熱

」

1IIWm1I勝｡腫一、

〆－

電凸

毒鐸＝一溺固一
望》

一、

回雲竪皇
萎雲業ｉ望鍾霧

７

、

中学生の職場体験を行いました。

業

、

』

ＬＬ

農

１０月１８日から２１日の午前中､中学生1名の職場体験を行いました。中学生には､和綴じ修復の体験や、

特別展の準備などを手伝ってもらいました。｢学芸員｣という職業に興味をもっている学生さんだったので、

私達も刺激を受け、励まされたような気持ちになりました。

勝北中学校で出前授業を行いました。

中学生の職場体験を行いました。

Ｌ

型

ノ

~１



し 」

トピックスお知らせ津博2022.11Ｎｏ．１１４

８

鑓は､津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています。

〆一 一、

』

〆

文化財めぐり第１２５回 ～中北~F地区の文化財をめぐる～
心 』

○久米公民館一密厳寺・久米三成４号墳一鴻の池２号墳一津山元標一久米歴史民俗資料館一久米公民

館（参加者１０名）

令和４年５月１４日（土）津山市内中北下地区の文化財を中心にめぐりました。当日は前日の雨も上が

り天候にも恵まれました。久米三成4号墳（国指定史跡・前方後方墳）は密厳寺（真言宗）の墓地造成

中に箱式石棺が発見され、調査後に保存された古墳です。整備されていて、墳丘上には石棺も復元され、

人骨や鏡・勾玉などの副葬品が出土しています。鴻の

池２号墳は、横穴式石室をもつ前方後円墳としては珍

しく、丘陵上にあるため、急な斜面を登りたどり着き

ました。この二つの古墳は時期は違いますが、いずれ

も丘陵の頂部に立地し、平野部を見下ろすことができ

ます。津山元標は明治7年に建てられた道標で、津山

城下の大橋西□を基準として、ちょうど西に三里（約

１２ｋm）の道標になります。最後に久米歴史民俗資料

館で久米三成４号墳の鏡など、旧久米町内から出土し

た遺物を見学し、約５kmの全行程を終了しました。

Ｌ

講駕壷蕊鴎鍔
噂･蕊鵜灘郷琴瀧鰯

曽遇露ﾄI

麓義譲謹』

、

謡謹
~■▲▼

②

Ｌ

ｈＬ

０
岬
唇
跨

証
渦
騨
ｆ

》
灘
．

・
鍵
涛
碑
・
識

鹿
Ｆ
瀞
凸
厄

か
《
望
鮫
樋
口
中
酌

・
唾
評
溌

Ｌ

見学風景

『〆 可

－ 、

Ｉ

１２月２４日（土）～令和５年１月１５日（日）まで、ミニ企画展「お正月」を開催します。

おめでたい七福神を描いた作品やお正月らしい資料を展示する予定です。

その後、１月２１日（土）～２月１９日（日）は、ミニ企画展「茅葺き職人･山本進さんの仕事（仮)｣、

２月２５日（士）～３月２６日（日）は企画展「郷土の刀剣Ⅱ(仮)」を開催する予定にしております。

ぜひ、何度も博物館へ足をお運びくださいませ。

、

ノ

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

入館のご案内
[開館時間］午前9:ＯＯ～午後５:ＯＯ

[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他

[入館料]一般…３００円

（30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…200円

（30人以上の団体の場合１６０円）

６５歳以上…200円

（30人以上の団体の場合１６０円）

’
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龍

〒７０８－００２２岡山県津山市山下９２

Tel(0868)22-4567

Fax(0868)23-9874
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[編集･発行］津山郷土博物館
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』


